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２０２１年活動レポート 

NPO法人キリンこども応援団 



 

 

皆様にご支援いただき、多くの子供たちに支援を実施することができました。 

改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

ここに、２０２１年の活動をまとめさせていただきました。ぜひ、ご覧ください。 

２０２２年も引き続き、居場所創り・不登校支援・貧困対策を実施していきます。 

ぜひ、ご支援いただければ幸いです。 

NPO法人キリンこども応援団 代表理事 水取 博隆 
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ＮＰＯ法人化いたしました！ 

２０２１年１０月２１日にさのだい子ども食堂キリンの家は、（一社）にぎわい

夢創りプロジェクトから独立し、ＮＰＯ法人キリンこども応援団（代表理事 水

取博隆）を設立いたしました。 

「自分の未来に踏み出せる場所を創造する」を理念にこども食堂事業、フリース

クール事業、フードパントリー事業を運営していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．キリンの家の活動 



キリンの家の再開 

２０１８年７月から始まった子ども食堂「さのだい子ども食堂キリンの家」は、

コロナウイルスの流行により、２０２０年２月から中止を余儀なくされました

が、皆様のご支援をいただき、独自の拠点で活動を再開することができました。 

 

継続事業の実施・新規事業の立ち上げ 

子ども食堂再開後、一年間で１２３回のこども食堂を開催し、延べ２７１５人

の子供たちに居場所・食事支援を行うことができました。 

また、新規事業といたしまして、２０２２年７月から泉佐野市と貝塚市におい

て、毎月１００世帯に食材配布を行う「キリンフードパントリー」を開催。１１

月からは不登校生徒の学習・生活支援を行う「フリースクールキリンのとびら」

を開設いたしました。 

 

近年の背景と課題 

〇貧困世帯の深刻化 

厚生労働省が子供たちの７人に１人が相対的貧困に陥っていることを発表しま

した。社会的なセーフティーネットにかからない子育て世帯が存在します。 

 

〇不登校生徒の増加 

不登校生徒の数は増加しています。全国で小中学校の不登校児童・生徒は１９万

人以上を数えます。行政が運営する適応指導教室などがない自治体もあり、また

あっても数が少ない状況です。 

 

〇繋がる機会の減少 

コロナウイルス流行により、地域や学校での行事は少なくなり、子供同士が仲良

くなる機会、そして子供と大人がコミュニケーションをとる機会はほとんどな

くなってしまいました。保護者同士も同様で、地域の繋がりが失われつつありま

す。 

 

課題解決の一助に 

 経済的や家庭的な問題を抱えて「食べることに困っている」困窮者に対して、

フードパントリーを通した食材配布、不登校児童・生徒及びその家庭に対して居

場所創り、また地域を繋ぐコミュニティ拠点となる子ども食堂の運営を継続し

て実施することにより、多くの子供たちを笑顔にできる活動を目指します。 

  



 

 

 

① さのだい子ども食堂キリンの家 

 

２０２０年１２月に新たな拠点で活動を再開することができました。また、日本

財団様のご支援により、２０２１年１０月には拠点を拡張することができ、入室

できる人数も多くなりました。 

 

活動再開した２０２０年１２月～２０２１年１２月までの一年間で 

支援した子供の数 

 

開催日（お弁当配布含む）  １２３回 

参加した子供      ２，７１５人（延べ） 

 

〇現在の開催状況： 月１６回開催 

〇登録者    ： 小学１年～高校生 １４０人（学年別に開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．２０２１年の活動 



② キリンフードパントリー（泉佐野・貝塚） 

フードパントリーとは、企業やお店、個人の皆様からご寄付いただいた食材を生

活困窮者や子育て世帯に無料でお渡しする活動です。 

キリンこども応援団では、泉佐野市と貝塚市において、毎月それぞれ５０世帯

（合計１００世帯）の子育て世帯に食材配布を実施しております。 

 

泉佐野キリンフードパントリー（２０２１年７月開始） 

配布日  ： 毎月第四日曜日 

開催回数 ： ６回 

支援世帯数： ３００世帯 

配布施設 ： いこらも～る泉佐野 

 

貝塚キリンフードパントリー（２０２１年９月開始） 

配布日  ： 毎月第二日曜日 

開催回数 ： ４回 

支援世帯数： ２００世帯 

配布施設 ： 貝塚市中央公民館 

 

  



③ フリースクール キリンのとびら 

年々増加する不登校児童・生徒及びその家族に対して、安心して過ごせ学べるフ

リースクールを開設いたしました。 

現状、行政が運営する適応指導教室は数が少なく、そこで合わない不登校の子供

たちは居場所がない状況です。 

特に南大阪ではフリースクール自体の数が非常に少ないため、開校後は多くの

ご相談やお問い合わせをいただいております。 

フリースクールキリンのとびらでは、教育委員会や学校と連携し、出席扱いの協

議も可能な施設となっています。 

２０２１年１１月から開校し、現在は２名の子供たちが入学しています（１２月

３１日現在）。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

３．メディア掲載記事 

読売テレビ ten.に再開までの様子を取り上げていただきました 

（2021 年 4 月 7 日放送） 

https://youtu.be/46yJTFmsW5E 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

読売新聞にこどもの日イベントの様子を 

掲載いただきました 

（2021 年 5 月 4 日読売新聞朝刊） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

読売新聞に掲載いただきました 

（2021 年 10 月 4 日読売新聞朝刊） 



 

 

２０２１年も多くの皆様にご支援いただき、活動することができました。 

自分たちの拠点を持てたことで、活動の幅が一気に広がりました。 

いままでの子ども食堂だけでなく、フードパントリーやフリースクールの開設

など、継続して実施していきたいと思います。 

 

① 事業の安定継続 

こども食堂事業、フードパントリー事業、フリースクール事業を安定的な継続を

実施していきます。 

・ＮＰＯ法人の賛助会員の増加を目指します 

・フリースクールの認知度を高めて、不登校児童の支援を広げていきます 

・フードパントリーの活動をさらに広げていきます 

 

② 子供たちの体験事業を増加 

子供たちにとって、体験活動を通した成功体験は大きな自信につながります。 

こども食堂やフリースクールに通っている子供たちに、多くの体験活動を実施

していきます。 

 

③ 団体の認知度を高める 

日本には「人に迷惑をかけない」という風潮があります。しかし、苦しんでいる

子供や子育て世帯にとって、頼ってもらえる団体を目指します。 

そのためにも、子供たちや子育て世帯のために支援している団体があることを

多くの皆様に知っていただけるよう、ＳＮＳやホームページ・各種媒体において

の発信をさらに行っていきます。 

 

 

  

４．２０２２年の目標 



 

 

 

 

皆様に支えていただき、２０２１年は活動を大きく広げることができ、 

多くの子供たちや子育て世帯の皆様に支援を届けることができました。 

 

本当にありがとうございました。 

 

最近、子ども食堂の子供に言われた言葉があります。 

 

「最後は、オッチャン（水取）を頼るね」 

 

いや、最後じゃなくて、もっと早めに頼ってほしい！ 

僕たちが、もっともっと甘えていい存在だということを 

伝えていかないといけないと感じました。 

甘えられる、頼られる存在に。 

 

今後も、皆様からいただいたご支援を、しっかり届けられる存在として 

真摯に頑張っていきたいと思います。 

 

ぜひ、今後とも、皆様からのご支援をお願いいたします。 

 

 

特定非営利活動法人キリンこども応援団 

代表理事  水取 博隆 

 

最後に 

特定非営利活動法人キリンこども応援団 

 

〒598-0071泉佐野市鶴原 820-9 

 Tel・Fax：072-475-6364 

Mail:kirin.doors@gmail.com 

HomePage :https://kirin-npo.com/ 


